
様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 
 

 

平成２２年５月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

研究成果の概要（和文）： 

  本研究プロジェクトでは、古チベット語文献のうち、各ジャンルの重要な文書と碑文をデ

ータベース化し、スタイン・ペリオなど各コレクションを横断したユニオンデータベースの作

成を行なった。その結果、ほぼ予定通りの文書のデータベース化に成功し、世界中の研究者に

よって利用される環境が整いつつある。それを用いた古チベット語の分析は現在も進行中であ

るが、それにもとづき次のプロジェクトとして、古チベット語の文法と辞書編纂の準備を進め

ている。 

 
研究成果の概要（英文）： 
  In this project, we have entered many important Old Tibetan documents and inscriptions 
into database and made up a union database, a large body of linguistic corpus which serves 
for further linguistic analyses of Old Tibetan, the oldest written records in 
Tibeto-Burman language group. Using the database, we are now preparing to make both a 
grammar and a lexicon of Old Tibetan language, which is to be the next project. 
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１．研究開始当初の背景 
 古チベット語文献の解読やカタログ作り
は、スタインやペリオなど各コレクションご
とに進められてきたが、それらを網羅したユ
ニオンデータベースの必要が感じられてき
た。強力な検索機能を備えたデータベースは、
難解な古チベット語文献の解読や言語学的
分析に不可欠だからである。そのような要請
のもとに本プロジェクトは発足した。 
 
２．研究の目的 

 本研究が対象とする古チベット語文献
は、７－１０世紀に書かれたチベット・ビ
ルマ諸語の中でも最古の文献群であり、シ
ナ・チベット語族の解明の基盤となる。本
研究では, 

(1) 世界各地に分散する古チベット語文
献のテキストデータを網羅したユニオン
データベースを構築する、 

(2) 古チベット語文献を年代・社会言語学
的背景・ジャンルによって分類・記述する、 

(3) 項目(2)で記した古チベット語の多層
性を考慮しながら言語コーパス（項目(1)）
を言語学的に解析する、 
の３段階の作業によって、古チベット語の多
層的構造と歴史的変化を分析し、さらに将来
の研究の基盤を形成することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 文書の解読とテキスト入力は、代表者、分
担者、連携研究者と国内・海外研究協力者が
分担して入力し、さらに、パリ（国立図書館）、
ロンドン（大英図書館）、サンクトペテルブ
ルグ（アカデミー）などにおいて原物と照合
してテキストの読みの確定を行なった。また、
データの言語学的分析および他言語との比
較対照については、分担者，連携研究者と協
力しながら代表者が分析を行なった。 
 
４．研究成果 
 作成したデータベースはまだ最終状態で
はないが、すでにネット上で公開し利用可能
な状態にある。またデータをジャンルごとに
わけて一般に利用しやすい形として、２冊の
モノグラフを刊行した。そしてデータを利用
した学術論文集を現在印刷中である。 
 データベースを活用した言語学的分析の
結果は、代表者が順次論文として発表してい
る。その分析とデータベースを統合して、古
チベット語の文法と辞典の作成という次の
段階の新たなプロジェクトのベースとする
予定である。 
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